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北陸 福井県 あわら市
特定非営利活動法

人 ピアファーム Ｂ

　農福連携の取組の報告集の作成及び報告会（３回）、施設外就労コーディネーター育成講座（５回）を
開催しており、福井県内の農業者と就労支援事業所を結びつけるとともに、マッチング人材の育成にもつ
ながっている。
　また、2年間を振り返りながら農福連携を推進している先進的な事業所を視察し（６ヵ所）、今後のコー
ディネーターのあり方について模索・研究している。
　就労者数と1人当たりの受託日数の目標を確実に達成しており、就労者の就労機会を安定的に確保で
きている。
　このことから、事業実績は目標達成に至らなかったものの、取組状況及び実施体制では充実した取組
が行われており、良好と評価する。

　　「ノウフク・レート」を設定することで、農作業の細分化と平準化が可能となり、農作業の知識経験がな
い障害者やボランティアの方でも、作業に効率的に携われる体制が構築されている。
　また、年間を通じて、障害者、高齢者及び生活困窮者の中山間地への送迎が継続され、その体制が確
立している。
　このことから、就労人数や受託日数が目標を超える取組となっており、優良と評価する。

北陸 新潟県 上越市
社会福祉法人
上越つくしの里
医療福祉協会

Ｂ

　初年度に設置したひまわり油搾油施設を核とした6次産業化の取組を継続し、地元企業とのコラボレー
ションによる加工品を活用したギフトセットを新たに商品展開する等により、販売力の強化が図られた。
　ひまわり栽培は、長雨の影響を受けた前年とは逆に、雨不足による不発芽が大量に発生したものの水
やりや播き直し・収穫作業など、障害者や高齢ボランティアの協力を得ながら栽培することができたこと
で、収穫量（前年比145%）・採油量（前年比162%）ともに増加している。
　ひまわりマルシェを実施し、多くの来場者と交流しているほか、病院のデイケア利用者や特別支援学校
などからの農園や施設の体験・見学希望もあり、次年度への更なる交流人口の増加が見込まれている。
　このことから、就労継続B型に特化した事業実績とはなっているものの、就労、売上げ、交流人口が目標
を大きく超える取組となっており、良好と評価する。

北陸 新潟県 長岡市
北荷頃･一之貝･軽
井沢集落連携促進
協議会

Ａ

北陸 石川県 津幡町 株式会社 ポタジェ Ｂ

令和３年度　農山漁村振興交付金（農福連携対策）
事業実施主体　評価一覧

●農福連携対策（普及啓発等推進対策事業を除く）
【令和元年度採択】　４件

農 政 局
等

都 道 府
県

市 町 村 事 業 実 施 主 体 名
事業実施段階

評　価 評価コメント

　コロナ禍により活動が制限され、目標達成に繋がらなかったが、雇用者数及び就労者数、人材育成人
数の目標達成度合は６割以上の実績を出している。
　なお、当該交付金を活用して農福連携のノウハウの蓄積やスキルが向上したことで、２社の福祉事業所
への作業依頼へ繋がったこと、県外の福祉事業所２社から農福連携指導の依頼があり指導を開始したこ
と、また農家と福祉事業所のマッチングにも１件成功したことは、コロナ禍で制限がかかる中での取組に対
する工夫と努力であると言える。
　このことから、コロナ禍によって取組状況・事業実績で目標達成できていないものの、実施体制では現
在でもジョブコーチ２名で役割分担し活動しており、良好と評価する。



R元 R2 R3 R4 R5

● ● □

● ● □

★

R元 R2 R3 R4 R5

● ○ □

★

● ○ □

★

北陸 石川県 内灘町 株式会社　笠間農園

評価コメント

北陸 富山県 富山市
社会福祉法人
フォーレスト八尾会 Ａ

　新たにハウスを整備し栽培面積の拡大及び通年出荷を可能としたことで、障害者等の就労機会の確保
につながっている。
　また、障害者等に配慮した作業環境を作ることで、安全且つ効率的に作業が行えるようになっている。
　専門家（野菜農家）によるハウス栽培技術指導を受けて栽培技術の向上を図っているほか、栽培品種
の選定などによって需用者ニーズへの対応が図られている。
　また、パッケージシールを作製して広く認知・周知するなど、ブランディングが図られている。
　このことから、交流人口（ハウス見学者）については、資材調達の関係で設置予定日が遅れたことで目
標達成には至らなかったが、就労者数や売上げは目標を達成しており、優良と評価する。

Ａ

　施設整備事業に注力し、作業場を竣工するなど、目標年度に向けての環境（障害者が働きやすい安心
安全な作業場）を整備したほか、作業マニュアルを作成し、当該作業場を活用した効率的な農福連携の
取組が可能となっている。
　支援事業については、事業部門担当者が園芸療法や農福連携事業者としての経営についての知識習
得のため、積極的に現地視察や研修に参加することで、農福連携事業に取り組むための知識とノウハウ
を蓄積し、次年度からの実践への移行を可能としている。
　このことから、市場価格の変動によって売上げは目標に至らなかったものの、交流人口は目標を大きく
上回り、施設整備をはじめとした障害者等が働きやすい環境が整備され、次年度からの更なる取組拡大
が期待されることから、優良と評価する。

【令和３年度採択】　３件

農 政 局
等

都 道 府
県

市 町 村 事 業 実 施 主 体 名
事業実施段階

評　価

北陸 富山県 魚津市
社会福祉法人
海望福祉会

評価コメント

北陸 新潟県 長岡市
特定非営利活動法
人　ＵＮＥ Ｂ

　コロナ禍により活動が制限されたものの、農福連携サポーター養成講座（２回）を開催するとともに、昨年
度未実施だった農福連携サポーター派遣支援として農家派遣実習（５日間）を行うなど、参加者同士の
ネットワーク構築、ノウハウの蓄積を行っている。
　２年間で１３名の農福連携サポーターを認証し、各自が農福連携に取り組みながら、農福連携の普及や
周知にも尽力することで農福連携の需要の拡大につながっている。
　このことから、コロナ禍により、取組状況及び事業実績が目標達成に至らず、特に事業実績の達成状況
は低調であったものの、当該交付金を活用した講座や研修の開催等によってノウハウが蓄積され、十分
に機能する実施体制が構築されており、良好と評価する。

Ａ

　自家栽培さつまいもを用いた6次産業化製品の新規開発に向けたレシピ開発・試作を継続して実施し
ているほか、さつまいもの生産の安定化に向け、専門家（地元の認定農業者）による栽培技術指導を受け
ながら実施体制の改善に精力的に取り組んでおり、着実に収量を伸ばしてきている。
　関東へさつまいも加工品の現地調査を実施することで、加工品の生産技術のほか、初年度開発商品の
ブラッシュアップを図ったこと、さらに販売面においてもイベント参加等を通じて販売機会の増加が図られ
ている。
　このことから、交流人口についてはコロナ禍により交流に制限があったことで目標未達成となっている
が、就労者数や売上げは目標値を大きく超える実績を達成しており、優良と評価する。

【令和２年度採択】　２件

農 政 局
等
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事業実施段階
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（注１）　「事業実施段階」の凡例：　ソフト対策　○・・交付対象年度（計画）　●・・交付対象年度（実施済）　□・・目標年度（計画）　■・・目標年度（実施済）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハード対策 ☆・・交付対象年度（計画）　★・・交付対象年度（実施済）　◇・・目標年度（計画）　◆・・目標年度（実施済）
（注２）　「評価」の区分：　　Ａ･･優良、Ｂ･･良好、Ｃ･･低調

北陸 石川県 金沢市 農事組合法人　Ｏｎｅ Ａ
　短い事業実施期間において、異業種と連携しながら取組体制を十分機能させ、ハウス整備をしたほか、
安全性の高い作業工程指導を受けながら作業マニュアルを作成し、当該ハウスを活用した農福連携の取
組を、安全且つ効率的に展開できる環境を集中的に整備した。
　このことから、次年度からの本格的な農福連携の取組拡大が期待できることから、優良と評価する。


